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公　助

共　助

自　助

防
災
対
策
活
動

■
災
害
情
報
を
迅
速
に
伝
達
す
る
た
め
に

「
災
害
情
報
ス
ピ
ー
カ
ー
（
同
報
系
防
災

行
政
無
線
）」
の
ほ
か
、
市
内
小
中
学
校

な
ど
に
食
料
や
防
災
資
機
材
な
ど
を
備
蓄

す
る
倉
庫
を
設
置
し
、
適
切
な
管
理
に
努

め
て
い
ま
す
。

■
食
料
や
生
活
物
資
の
確
保
の
た
め
、
流

通
事
業
者
と
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。

■
市
内
18
の
小
中
学
校
を
一
次
避
難
所
と

し
、
各
避
難
所
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に

近
く
に
住
む
職
員
を
現
地
連
絡
所
員
に
任

命
し
、
災
害
時
に
避
難
所
の
開
設
・
運
営

に
あ
た
り
ま
す
。

毎
年
の
防
災
訓
練

　

今
年
は
、
６
月
21
日
・
28
日
の
2
日
間
、

17
の
小
中
学
校
で
、
自
治
会
長
や
消
防
団

の
皆
さ
ん
な
ど
の
ご
協
力
の
も
と
「
地
域

防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

９
月
に
は
緑
苑
小
学
校
区
の
方
々
を
対
象

に
、
緑
陽
中
学
校
で
「
総
合
防
災
訓
練
」

を
実
施
し
ま
す
。

共
助
の
中
核
と
な
る
自
主
防
災
組
織　

　

災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
市
役
所
、
消
防
、

警
察
な
ど
の
行
政
機
関
は
必
要
な
対
策
を

実
施
し
ま
す
が
、
災
害
発
生
直
後
や
大
規

模
災
害
発
生
時
に
は
救
助
救
援
活
動
が
十

分
に
行
き
届
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め

る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
一
人
一
人
が
災

害
に
備
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
全

体
で
防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

（
共
助
）
が
非
常
に
大
切
で
す
。

災
害
時
要
援
護
者
の
支
え
に

　

市
で
は
、
自
治
会
長
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
方
を
中
心
に
、
災
害
発
生
時
の
避

難
行
動
に
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
を

普
段
か
ら
把
握
し
、
地
域
で
支
え
あ
う
体

制
づ
く
り
に
市
で
は
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

災
害
時
要
援
護
者
一
人
一
人
に
「
避
難
支

援
者
」
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し

い
で
す
が
、現
状
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
で
避
難
支
援
者
を
選
定
す
る
活
動
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
顔
を
合
わ
せ

る
な
ど
の
見
守
り
活
動
も
大
切
で
す
。

家
族
で
防
災
会
議

　

災
害
は
、
家
族
が
一
緒
の
と
き
に
起
き
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
時
で
も
慌
て
ず

行
動
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
家
族
で
よ
く

話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
族
で
普
段
か
ら
確
認
す
る
こ
と

■
救
急
医
薬
品
、
非
常
持
出
品
な
ど
を
あ

ら
か
じ
め
準
備
し
、設
置
場
所
を
確
認
す
る
。

■
家
具
の
転
倒
防
止
や
配
置
換
え
に
よ
っ

て
、
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
。

■
幼
児
や
お
年
寄
り
、
病
人
が
い
る
場
合

の
役
割
を
決
め
る
。

家
族
防
災
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
し
ょ
う

　
「
家
族
防
災
カ
ー
ド
」
は
、
緊
急
時
に
必

要
な
情
報
（
氏
名
や
血
液
型
、
電
話
番
号
な

ど
）
を
記
入
し
、
携
帯
す
る
こ
と
で
、
救
援

活
動
や
安
否
確
認
な
ど
に
役
立
て
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、緊
急
時
に
家
族
で
集
ま
る
場
所
や
、

避
難
所
を
記
入
す
る
項
目
も
設
け
て
い
ま

す
。
カ
ー
ド
は
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
の
拠
点

　
　
　
　
　
　
新
庁
舎
を
建
設
し
ま
す

安
全
・
安
心
の
拠
点

　
　
　
　
　
　
新
庁
舎
を
建
設
し
ま
す

　

市
役
所
本
庁
舎
は
、
日
頃
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
拠
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
大
地
震
や
災

害
発
生
時
に
は
「
災
害
対
策
本
部
」
が
設
置

さ
れ
る
、
公
助
の
拠
点
と
な
る
庁
舎
で
す
。

災
害
対
策
本
部
は
、
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、

電
気
・
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
各
社
、

自
治
会
、
災
害
時
応
援
協
定
締
結
団
体
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
、

避
難
所
と
の
連
絡
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情

報
提
供
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
、
生

活
を
守
る
た
め
の
司
令
塔
で
す
。
大
地
震
で

本
庁
舎
が
使
用
不
能
と
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
対
策
に
支
障
が
出
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

新
庁
舎
建
設
に
、
あ
な
た
の
「
声
」
を

　

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
広
報

紙
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
新
庁
舎
建
設
か

わ
ら
版
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
通
じ
て
、

情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
良
い
新
庁
舎
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

詳
細　

管
財
課
☎

０
５
８
（
３
８
３
）

１
６
１
９
（
直
通
）

個
人
の
役
割

一
人
一
人
が
自
分
の
命
や
生
活
を
守
る

　

各
務
原
市
を
含
む
こ
の
地
方
を
襲
っ
た

大
地
震
と
い
え
ば
、
１
８
９
１
年
（
明
治

24
年
）
10
月
28
日
に
起
き
た
濃
尾
大
震
災

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8.0
の
内
陸
直
下
型
地
震

　
世
界
で
も
最
大
級
の
内
陸
直
下
型
地
震

で
あ
っ
た
濃
尾
地
震
の
規
模
は
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
8.0
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7.3
、
関
東
大
震
災
が
7.9
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
震
の
規
模
の
大
き

さ
が
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

市
の
被
害
家
屋
４
３
７
３
戸　

　

岐
阜
県
下
の
被
害
の
実
態
と
し
て

は
、
死
者
が
４
８
８
９
人
、
負
傷
者
数
は

１
万
２
７
８
３
人
を
数
え
ま
し
た
。
全
国

規
模
で
は
死
者
が
７
２
７
３
人
、
負
傷
者

が
１
万
７
１
７
５
人
。
全
壊
・
焼
失
家
屋

14
万
２
０
０
０
戸
、当
時
の
各
務
郡
で
は
、

総
戸
数
の
実
に
69
％
で
あ
る
４
３
７
３
戸

が
全
壊
・
焼
失
し
ま
し
た
。

今、わたしたちに
できること

防災特集

詳細　防災安全課☎ 058-383-1190

過去の震災から学び、被害を最小限に抑えるために

い
つ
、
起
こ
る
と
も
限
ら
な
い
巨
大
地
震

　

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
濃
尾
大
震

災
。
こ
の
規
模
の
地
震
が
再
び
発
生
し
た

と
き
、
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
地
震
な
ど
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
、
早
期
の
復
旧
、
復
興

を
進
め
る
た
め
、「
自
助（
個
人
）・
共
助（
地

域
）・
公
助
（
行
政
）」
の
役
割
を
理
解
し
、

連
携
し
て
防
災
体
制
を
築
く
こ
と
」
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
す
。

明
治
24
年（
１
８
９
１
）10
月
28
日
午
前
6
時
37
分
、

岐
阜
県
美
濃
地
方
を
突
然
猛
烈
な
地
震
が
襲
っ
た
。

地
震
の
規
模
は 

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8.0

全
国
規
模
で
死
者 

７
２
７
３
人

全
壊
・
焼
失
家
屋 

14
万
２
０
０
０
戸

「板所村の埋没家屋」　岐阜県歴史民俗資料館蔵

「岐阜伊奈波神社前」　岐阜県歴史民俗資料館蔵

濃
尾
大
震
災
か
ら
学
び
、
当
時
の
よ
う
な
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
に

行
政
の
役
割

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
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地
域
の
役
割

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る



当
た
り
前
の
こ
と
が
、
当
た
り
前
に
で
き
る

「
か
っ
こ
い
い
稲
中
生
」
を
目
指
し
た

「
Ｃ
Ｓ（
Ｃ
ｏ
ｏ
ℓ  

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
）活
動
」

市内の小中学校では、よりよい学校生活になるよう、児童会・生徒会を中心とした活動や、各学
校で特色ある教育活動を進めています。

   

稲
羽
中
学
校

　

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
通
常
の
授
業

だ
け
で
な
く
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
活
動

を
企
画
す
る
な
ど
、
各
校
独
自
の
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
自
ら
考
え
て

行
動
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
た
め
、

各
学
校
ご
と
に
自
主
・
自
発
的
な
取
り
組

み
に
力
を
入
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。　

のぞいてみよう！
私たちの学校

詳細　教育総務課☎ 058-383-1117

生
徒
参
加
率
ほ
ぼ
１
０
０
％
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
！

生
徒
一
人
一
人
が
意
欲
的
に
参
加
し
て
い
る
、

地
域
貢
献
活
動
「
フ
ラ
ワ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
」

  

緑
陽
中
学
校

市
も
小
中
学
校
の
取
り
組
み
を
応
援
！

　

市
で
は
、
市
内
小
中
学
校
の
児
童
会
活

動
・
生
徒
会
活
動
の
自
主
・
自
発
的
な
活

動
を
費
用
の
面
で
支
援
す
る
た
め
に
「
児

童
・
生
徒
の
た
め
の
予
算
」
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
平
成
18
年
度
か

ら
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
、
市
内
小

中
学
校
25
校
の
計
１
０
２
事
業
に
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

　

７
月
７
日
に
市
役
所
で
「
児
童
・
生
徒

の
た
め
の
予
算
交
付
式
」
が
行
わ
れ
、
代

表
し
て
稲
羽
中
学
校
と
緑
陽
中
学
校
の
２

校
が
活
動
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
２

校
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

「児童生徒の予算交付式」で、生徒
が学校独自の取り組みを発表しまし
た（7 月 7 日）

Ｃ
Ｓ
っ
て
何
の
こ
と
で
す
か
？

　

稲
羽
中
学
校
で
は
、
教
育
目
標
「
志
を

立
て  

夢
の
実
現
を
め
ざ
し
て  

粘
り
強
く

挑
戦
す
る
生
徒
」
を
立
て
、「
Ｃ
ｏ
ｏ
ℓ

稲
羽
！
」
を
合
言
葉
に
、
か
っ
こ
い
い

中
学
生
「
Ｃ
ｏ
ｏ
ℓ  

Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｅ
ｎ
ｔ

ｓ
（
Ｃ
Ｓ
）」
に
な
ろ
う
と
い
う
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
以
前
は
先
生
が
主

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
２
年

前
か
ら
生
徒
会

が
中
心
と
な
っ

て
、
当
た
り
前

の
こ
と
が
当
た

り
前
に
で
き
る

生
徒
、
仲
間
を

心
か
ら
大
切
に

で
き
る
生
徒
を

目
指
し
、
自
分

た
ち
の
手
で
Ｃ

Ｓ
を
認
定
し
て

い
ま
す
。

活
動
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
で

す
か
？

　
「
あ
い
さ
つ
」
や
「
時
間
」、「
掃
除
」、

「
学
習
」
な
ど
の
Ｃ
Ｓ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
学
習
で
は
、「
学
び
合
い
」
を
合
言

葉
に
「
全
員
が
わ
か
る
」
こ
と
を
目
指
し

て
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
わ
か
ら

な
い
と
こ
ろ
を
仲
間
に
聞
く
と
、
仲
間
は

わ
か
り
や
す
く
、
わ
か
る
ま
で
教
え
て
く

れ
ま
す
。
そ
ん
な
稲
中
生
は
「
Ｃ
ｏ
ｏ

ℓ
」で
す
。「
学
び
合
い
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
る
」
と
仲

間
か
ら
認
め
ら

れ
た
生
徒
に
は
、

認
定
者
と
し
て
、

認
定
シ
ー
ル
を

渡
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
通
し
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
？

　

Ｃ
Ｓ
活
動
を
通
し
て
、
呼
び
か
け
が
な

く
て
も
、
当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前

に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
日
常
生
活
が
楽

し
く
、
過
ご
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
新
し
く
入
学
す
る
仲
間
に
も
、
活

動
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

７
月
18
日
か
ら
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
「
か
か

み
が
は
ら
キ
ッ
ズ
ペ
ー

ジ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
各
務
原
市
の
地
理
や

歴
史
、
産
業
、
市
議
会
に

つ
い
て
、
子
ど
も
向
け
に

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
ま
す
。
夏
休
み
の
課
題

や
学
校
の
授
業
な
ど
で
、

市
に
つ
い
て
調
べ
る
際
に

は
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
細　

秘
書
広
報
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

１
１
１
１
内
線
２
１
５
３

各
務
原
市
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

「
か
か
み
が
は
ら
キ
ッ
ズ
ペ
ー
ジ
」

「
フ
ラ
ワ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
」っ
て
何
で
す
か
？

　

緑
陽
中
学
校
で
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

「
合
唱
・
清
掃
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
「
学

習
」
を
加
え
た
、
４
本
柱
に
重
点
を
置
い

て
生
徒
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、

生
徒
一
人
一
人
が
心
を
込
め
て
書
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
花
と
一
緒
に
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
方
に
届
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
「
フ
ラ

ワ
ー
エ
ン
ジ
ェ

ル
」
と
い
う
活
動

で
、
日
ご
ろ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
伝

え
て
い
ま
す
。

活
動
は
な
ぜ
始
ま
っ
た
の
で
す
か
？

　

こ
の
活
動
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
方
々
が
「
ひ
と
り
で
寂
し
い
思
い
を
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
地
域
と
の
繋
が

り
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
願
い

か
ら
約
20
年
前
に
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初

は
、
数
軒
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
て
い
た

だ
け
で
す
が
、
今
で
は
２
０
０
軒
以
上
の

お
宅
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
は
ど
ん

な
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？

　

高
齢
者
の
方
々
の
喜
ん
で
い
る
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
り
、
お
礼
の
電
話
や
手

紙
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
る
仲
間
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
自

分
も
相
手
も
良
い
気
分
に
な
れ
る
活
動
は

心
が
温
ま
る
の
で
、
ま
た
来
年
も
参
加
し

た
い
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聞
き
ま
す
。

今
後
、
ど
ん
な
活
動
に
し
て
い
き
た
い
で

す
か
？

　

フ
ラ
ワ
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
参
加
率
は
、
現

在
96
％
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
の
で
強

制
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
今
後

全
校
生
徒
が

参
加
す
る
活

動
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

◆
稲
羽
東
小
学
校

「
お
金
に
つ
い
て
学
ぶ
」
出
前
講
座

　

稲
羽
東
小
学
校
で
は
、「
金
銭
教
育
研

究
校
」
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
、
物
や
お

金
を
大
切
に
す
る
学
習
を
進
め
て
い
ま

す
。
７
月
２
日
に
は
、
銀
行
員
の
方
に
よ

る
出
前
講
座
が
行
わ
れ
、
お
金
に
関
す
る

基
礎
知
識
や
、
お
金
の
役
割
な
ど
を
ク
イ

ズ
を
交
え
、楽
し
み
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

◆
那
加
第
三
小
学
校

「
消
防
団
の
方
々
に
指
導
を
受
け
、
避
難
所

の
学
校
で
活
躍
で
き
る
メ
ン
バ
ー
に
！
」

　

那
加
第
三
小
学
校
で
は
、
防
災
教
育
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
７
月
10
日
に
、
６

年
生
の
児
童
を
対
象
に
、
地
域
の
消
防
団

員
の
方
を
講
師
に
迎
え
て
、
学
校
に
設
置

さ
れ
て
い
る
「
防
災
備
蓄
倉
庫
の
中
身
を

知
る
」
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
備
蓄
さ

れ
て
い
る
物
品
を
見
た
り
、
簡
易
ト
イ
レ

や
発
電
機
な
ど
の
操
作
の
実
演
が
行
わ
れ

た
り
し
ま
し
た
。消
防
団
員
の
方
か
ら「
地

域
を
守
る
」
こ
と
に
つ
い
て
話
を
聞
く
こ

と
で
、
災
害
時
、
地
域
の
一
員
と
し
て
、

積
極
的
に
参
加
す
る
態
度
を
育
む
こ
と
を

目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
会
副
会
長

足
立
涼
香
さ
ん

生
徒
会
長

廣
江
魁
也
さ
ん

稲
羽
東
小
学
校
で
「
お
金
に
つ
い
て
学
ぶ
」
出
前
講

座
を
受
け
る
児
童
（
上
）、
那
加
第
三
小
学
校
で
消
防

団
員
の
方
か
ら
話
を
聞
く
児
童
（
下
）

学
校
が
企
画
し
た

ユ
二ー
ク
な
授
業

じ
ゃ
な
い
！

勉
強
だ
け
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スポーツ
げんき祭
10月12日（月・祝）
詳細　スポーツ課☎058-383-1231　058-389-0218FAX

市民カメラマン
写真展

9月 2日（水）　　6日（日）

中央図書館 3階市民ギャラリー（那加門前町 3）

10:00 ～ 16:00 ※9月 4日（金）は休館日
　6日（日）は 15:00 まで

撮影：尾﨑傑さん

撮影：船戸紅波さ
ん

撮影：富田博道さん

撮影：松田匠市さ
ん

撮影：
岡本直

子さん

　

今
年
も「
写
真
展
」を
開
催
！

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
市
民
カ
メ

ラ
マ
ン
写
真
展
」
を
、
今
年
も
中
央
図
書

館
３
階
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
に
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
の
皆

さ
ん
が
市
内
で
撮
影
し
た
写
真
約
15
点

と
、
市
外
を
含
め
自
由
に
撮
影
し
た
作
品

約
10
点
を
展
示
。
作
品
を
通
し
て
各
務
原

市
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
写
真
展
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
期
間
中
は
こ
れ
も
恒
例
と

な
っ
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま

す
。
入
場
は
も
ち
ろ
ん
無
料
。
ぜ
ひ
ご
家

族
や
お
友
達
と
、
気
軽
に
会
場
へ
足
を
運

ん
で
く
だ
さ
い
。

写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

会
場
に
、
1
年
間
に
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン

が
撮
影
し
た
広
報
写
真
（
Ｌ
版
）
を
展
示

し
ま
す
。
写
真
に
写
っ
て
い
る
ご
本
人
に

　

も
う
す
ぐ
や
っ
て
く
る
「
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
」。
10
月
12
日
の
「
体
育
の
日
」、
市
民

公
園
な
ど
を
中
心
に
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

「
ス
ポ
ー
ツ
げ
ん
き
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
親
子
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
楽
し

め
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
企
画
し

て
い
ま
す
。

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
が
気
軽
に
体
験
で
き
る

「
ス
ポ
レ
ク
広
場
」。
ゲ
ー
ム
感
覚
で
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
む「
Ｆ
Ｃ
岐
阜
広
場
」の
キ
ッ

ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
効
果

が
あ
る
と
評
判
の
「
ラ
ジ
オ
体
操
講
座
」。

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
る
「
体
験
教
室
」
と
、

学
び
の
森
で
は
、
初
心
者
や
親
子
参
加
大

歓
迎
の
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
」

も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
「
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
」と
は

　

各
務
原
市
の
美
し
い
風
景
や
魅
力
的
な

イ
ベ
ン
ト
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
写
真
に
お

さ
め
て
い
る
の
が
「
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
」。

平
成
23
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
５
人

の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
の
皆
さ
ん
が
撮
影
し

た
写
真
は
、
広
報
紙
の
「
フ
ォ
ト
ル
ポ
」

（
19
ペ
ー
ジ
）
の
ほ
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

写
真
を
動
画
で
ご
紹
介
！

　

７
月
か
ら
、
撮
影
し
た
写
真
を
動
画
に

ま
と
め
た「
各
務
原
の
風
景
」を
公
開
中
！

音
楽
を
バ
ッ
ク
に
、
四
季
折
々
の
風
景
や

イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
各
務
原
の
風
景
」
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
ほ
か
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
各
務
原
１
階

の
「
か
か
み
が
は
ら
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
で
上
映
中
で
す
。

は
、
そ
の
写
真
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
「
私
、

撮
ら
れ
た
か
も
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
チ
ビ
ッ
コ
隊
員
」写
真
を
撮
ろ
う
！

　

消
防
隊
員
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
制
服
を
着

て
、
特
別
な
写
真
室
で
記
念
写
真
！

　

撮
影
し
た
写
真
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

君
も
、
あ
こ
が
れ
の
隊
員
に
な
り
き
っ

ち
ゃ
お
う
。

日
時　

９
月
５
日

（
土
）　

午
前
10
時

～
午
後
４
時

共
通
事
項

申
込　

当
日
、
受
付
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

詳
細　

秘
書
広
報
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

１
１
１
１
内
線
２
１
５
３

　

事
前
申
込
が
不
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

当
日
は
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
も
登
場
！

場
所　

市
民
公
園
（
那
加
門
前
町
３
）

■
ス
ポ
レ
ク
広
場

　
「
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ラ
ッ
キ
ー
」
や
「
パ
ラ

シ
ュ
ッ
ト
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
種
目
の

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
ま
す
。
全
種
目
を

体
験
し
た
方
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
！

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

■
Ｆ
Ｃ
岐
阜
広
場

　

キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
キ
ッ
ク
ピ
ッ
チ

で
思
い
っ
き
り
遊
ぼ
う
！
当
日
は
、
Ｆ
Ｃ

岐
阜
の
選
手
も
来
場
し
ま
す
。

時
間　

午
後
０
時
30
分
～
３
時

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
（
受

付
は
午
前
８
時
～
）

場
所　

学
び
の
森
（
那
加
雲
雀
町
）

対
象　

▽
個
人
の
部
＝
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
▽
家
族
の
部
＝
１
チ
ー
ム
（
４
人
）

に
２
人
以
上
の
家
族
・
親
族
が
所
属

定
員　

▽
個
人
の
部
＝
３
０
０
人
（
申
込

順
）
▽
家
族
の
部
＝
20
組
80
人
（
申
込
順
）

備
考　

成
績
に
応
じ
て
表
彰
あ
り

■
ラ
ジ
オ
体
操
講
座

　

公
認
講
師
の
分
か
り
や
す
い
説
明
と
、

生
演
奏
で
体
操
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

時
間　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所　

市
民
公
園

■
体
験
教
室

時
間　

▽
１
部
＝
午
前
９
時
15
分
～
10
時

45
分
▽
２
部
＝
午
前
11
時
15
分
～
午
後
０

時
45
分
▽
３
部
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　

左
表
の
と
お
り

対
象　

小
学
生
（
初
心
者
）

備
考　

サ
ッ
カ
ー
は
１
部
、
軟
式
野
球

は
２
部
、
バ
レ
ー
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
３
部
の
み

■
共
通
事
項

申
込　

市
役
所
総
合
案
内
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
、
ス
ポ
ー
ツ

課
に
あ
る
申
込
書
を
、９
月
18
日
（
必
着
）

ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
課
（
フ
ァ
ク
ス
可
）

競技 場所
ホッケー 市民公園
ハンドボール

那加中学校
柔道
ソフトテニス
軟式野球
バドミントン

桜丘中学校
剣道
陸上
ソフトボール
バスケットボール

那加第二小学校バレー・ソフトバレーボール
サッカー
卓球

養護学校
ラグビー

　

当
日
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
！

　

事
前
予
約
が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト

（
写
真
右
上
）
気
軽
に
楽
し
め
る

の
が
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
（
左

上
）
白
熱
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
（
下
）
ピ
ア
ノ
の

生
演
奏
で
楽
し
む
ラ
ジ
オ
体
操
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

【夏の思い出日記】
　夏休みの楽し
い思い出を画用
紙１枚の絵にし
よう ! 作品は９
月中旬～ 10 月
上旬に温水プール１階ホールに
展示します。
対象　小学生以下
定員　100 人（申込順）
備考　絵は展示後返却します
申込　8 月 15 日～ 31 日に温水
プール受付で指定用紙を配布

（１人１枚）
【マスつかみ大会】

日時　9 月 6 日（日）　15:30 ～
場所　屋外幼児プール
対象　屋外プール入場の小学生以
下の方（保護者の付き添い不可 )
定員　250 人（申込順）
費用　屋外プール入場料（大
人 800 円、60 歳以上・高校生
500 円、小中学生 300 円 ) のみ
申込　当日 15:00 ～参加整理袋
を配布（１人１枚）
備考　 ▽保護者は参加不可 ▽採
れたマスは 1 人 1 匹まで持ち
帰り（氷は用意してあります）
詳細　市民プール（鵜沼小伊木
町 4）☎ 058-370-6506

市民プール
屋外プールイベント

　昨年度開催の、市展賞作品 5
点を含めた受賞者の作品を展示
します。
期間　8 月 29 日～ 9 月 13 日　
10:00 ～ 17:00（8 月 31 日、9
月 4 日・7 日を除く）
場所　中央図書館 3 階展示室 A

（那加門前町 3）
備考　会期中、会場で第 47 回
市美術展の受付も行います
詳細　ブランド創造課☎ 058-
383-1042

市展賞受賞作品展

　市の自然・考古・民俗など、
各学会の専門家が講演します。
日程　9 月 6 日・20 日、10 月 4
日・18 日、11 月 7 日・12 月 6 日・
20 日、 平 成 28 年 1 月 17 日　
いずれも日曜日（11 月 7 日の
み土曜日）　10:00 ～ 11:30
場所　中央図書館 4 階多目的
ホール（那加門前町 3）
定員　150 人（申込順）
講師　所史隆、羽賀祥二、久保禎
子、辻公子、中井正幸、大熊茂弘、
松田之利・寺岡希華、近藤正枝
費用　4000 円
申込と詳細　8 月 19 日　9:00 ～
電話または直接、歴史民俗資料
館☎ 058-379-5055 か埋蔵文化
財調査センター☎ 058-383-1123

各務原市
歴史セミナー

期間　9 月 11 日～ 13 日
場所　マーサ 21 マーサスクエ
ア（岐阜市正木中 1）
内容　県内居住の障がい者の制
作品の展示・即売、福祉機器の
展示、相談コーナーの開設など
備考　障がい者（児）の制作した
作品の出品を希望される方は、
8 月 28 日までに市社会福祉課
☎ 058-383-1126 へ申込
詳細　県身体障害者福祉協会☎
058-273-1111

障がい者ふれあい
福祉フェア

日時　9 月 12 日（土）　11:00 ～
20:00
場所　市民公園（那加門前町
3）、学びの森（那加雲雀町）
内容　カレーライス 3000 食の無
料配布、花火（19:30 ～ 20:00）、
ステージイベント、縁日コーナ
ーなど
詳細　各務原商工会議所青年部
☎ 058-382-7101

今年は 3000 食！
各務原カレー祭

　屋外プールでは、パラソル・
浮輪・水着などの忘れ物がたく
さんあります。忘れ物は日付順
で整理していますので、心当た
りの方は、忘れ物をした日を窓
口でお伝えください。
備考　忘れ物保管期限は、お忘
れになった日から３カ月間です
詳 細　市民プール☎ 058-370-
6506

　利用者の皆さんに気持ちよく
安全に泳いでいただくため、温
水プールの定期清掃を行いま
す。トレーニングルームも使用
できません。
　休業中はご迷惑をおかけしま
すが、よろしくお願いします。
期間　9 月 7 日～ 12 日
詳 細　市民プール☎ 058-370-
6506

屋外プール
忘れ物にご注意を

市民プール
清掃休業します

　8 月 16 日まで開催中の「戦後
70 年　明日の各務原市へ」のア
ンコール企画展を開催します。
日時　8 月 18 日～ 30 日　9:30 ～
17:00
場所　産業文化センター 1 階
21 プラザ（那加桜町 2）
詳細　歴史民俗資料館☎ 058-
379-5055

「明日の各務原市へ」
アンコール展

対象　

△

市内在住
で 掲 載 時 に 小 学
校就学前のお子
さん

△
過去に掲

載された方はご遠慮ください
掲載予定　広報紙 11 月 1 日～
平成 28 年 4 月 15 日号
定員　24 組（抽選）
備考　当選者にのみ連絡
申込と詳細　9 月 11 日（必着）
までに「郵便番号、住所、日中
連絡がとれる電話番号、子ど
もの氏名・誕生日、保護者氏名」
を 明 記 し ▽ メ ー ル ＝ koho1@
city.kakamigahara.gifu.jp（件名
は「元気ッズ応募」）、または

▽はがき＝〒 504-8555 那加桜
町 1-69、市役所秘書広報課☎ 
058-383-1111 内線 2152

広報裏表紙の
「元気ッズ」募集 !

　「生
い の ち

命の森」で、ヤギとふれあ
いながら、草引きや水やりをし
ます。ぜひ、ご参加ください。
日時　9 月 6 日（日）　8:00 ～
10:00
場所　生命の森（鵜沼朝日町 1）
対象　植樹祭に参加した家族、
市民ボランティア
備考　 ▽草引きのできる服装で
参加 ▽（株）三栄水栓製作所駐車
場を利用してください
詳細　子育て支援課☎ 058-383
-1555

ヤギがくるよ !!
にこにこミーティング

　バラ生産農家の方を招いて講
習会などを行います。

【バラの育成講習会】
日時　9 月 10 日（木）　10:00 ～
12:00
持参品　剪定ばさみ
備考　切りバラをお持ち帰りい
ただけます

【切りバラの配布会】
日時　9 月 10 日（木）　13:00 ～
15:00

【共通事項】
場所　各務原浄化センター（前
渡西町）
定員　各 25 人（申込順）
申込と詳細　8 月 17 日～ 21 日
に県浄水事業公社☎ 058-386-
8330

バラの育成講習と
配布会

協働
フェスティバル

　まちづくりに関わる NPO 法
人や市民活動団体のイベントで
す。気軽に参加してください。
日時　8 月 23 日（日）　10:00 ～
15:00
場所　あすかホール（那加桜町 2）
詳細　各務原 NPO 法人連絡協
議会・大里☎ 080-3064-0353

市文化協会 「白
シロ

A
エー

 
LIVE in 村国座 」

　世界各国で 10 万人以上を熱
狂させた新感覚のプロジェクシ
ョンマッピングショーをお楽し
みください。
日時　10 月 17 日（土）　16:00 ～

（15:30 開場）
場所　村国座（各務おがせ町 3）
費用　1000 円
チケット販売　8 月 18 日～ブ
ランド創造課、市民会館、チケ
ットぴあ（P コード 446-111）
備考　未就学児は入場不可
詳細　ブランド創造課内文化協
会事務局☎ 058-383-1042

　第 15 回花と緑コンクールを
開催します。多数の応募をお待
ちしています。

【花と緑コンクール作品募集】
部 門　① 公 共 花 壇（大）＝面積
20 ㎡以上の公共の花壇などを
花かざりしている団体②公共
花壇（小）＝面積 20 ㎡未満の
公共の花壇などを花かざりして
いる団体③ガーデニング・緑化

（個人）＝庭などに花や樹木を
植え道路などから見える花かざ
りや緑化に取り組んでいる個人
④ガーデニング・緑化（企業）
＝お店や事業所に花や樹木を植
え、花かざりや緑化に取り組ん
でいる事業者⑤緑のカーテン＝
緑のカーテンに取り組む個人と
事業者（屋上・壁面緑化も含む）
審査　 ▽ 1 次＝作品の資料を市
役所本庁１階ロビーに掲示し、
市民と審査員による投票を実施

▽ 2 次＝審査員による審査
申込　8 月 17 日～ 9 月 30 日に
河川公園課、市民サービスセン
ター、市ウェブサイトにある応
募用紙に写真を貼り上記窓口へ

【審査員募集】
日程　 ▽ 1 次審査＝ 10 月中旬

▽ 2 次審査＝ 10 月下旬 ▽表彰
式＝ 11 月中旬
対象　上記の全会議に出席でき
る市内在住の 20 歳以上の方
定員　若干名（選考）
備考　 ▽資格不要 ▽報酬なし
申込と詳細　9 月 18 日（消印
有効）までに「住所、氏名、年齢、
電話番号」を ▽ ファクス =058-
383-6365 ▽はがき =〒 504-85
55 那加桜町 1-69、市役所河川
公園課☎ 058-383-1533

花と緑コンクール
作品・審査員募集

　統合型 GIS（地理情報を総合
的に管理するシステム）整備事
業に伴う現地測量を市内各所で
行っています。
期間　平成 28 年 3 月 31 日まで
備考　委託業者は、市発行の身
分証明書を常時携帯しています
詳 細　情報推進課☎ 058-383-
9928

測量調査に
ご協力ください
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

　再利用できる物の情報を登録
し、無償で希望者に提供します。

【使ってください】

▽ オイルヒーター ▽ テニスラ
ケット（硬式） ▽バドミントン
ラケット ▽座敷机 ▽婦人用自転
車 ▽ 鳥かご ▽ 熱帯魚用水槽 ▽

アップライトピアノ
【さがしています】

▽二段ベッド ▽ベビーカー ▽ベ
ビーバス ▽ジュニアシート ▽乳
児用体重計 ▽物干竿 ▽扇風機 ▽

固定電話 ▽幼児用玩具
備考　 ▽ 7 月 30 現在の状況 ▽

有効期間は 3 カ月
申込と詳細　電話で環境政策課
☎ 058-383-4230

リサイクル
不用品交換銀行

テクノプラザ
CAD 研修

【CATIA V5 基礎・サーフェス（夜
間 10 日コース）】
期間　8 月24 日～9 月 4 日（土
日を除く）
費用　4 万 8960 円

【AutoCAD LT 応用】
期間　8 月24 日～ 25 日（2 日間）
費用　1 万 4400 円

【CAD 設計技術者が学ぶ機械製
図基礎】
期間　9 月 10 日～ 11 日（2 日間）
費用　1 万 6200 円

【共通事項】
場所　VR テクノセンター（テク
ノプラザ 1）
備考　市内の方の費用（市・県
減免適用後。大企業は除く）
詳細　VR テクノセンター☎ 058-
379-6370

　現在お使いの「重度・母子・
父子医療受給者証」の有効期限
は 9 月 30 日です。該当する方に、
8 月下旬に申請書を送付します
ので、更新手続き（同封の返信
用封筒で返送）してください。
　申請（返送）された方に対し、
10 月以降使用可能な受給者証
を郵送します。
備考　 ▽所得制限で該当しない
場合は別途通知します ▽ 記入・
押印もれ、保険証のコピー添付
のない場合は受付できません ▽

児童扶養手当を受給中の方で現
況届未提出の場合は更新できま
せん ▽直接、市役所、市民サービ
スセンターへ持参でも受け付け
ますが、窓口が混み合いますの
で、なるべく同封の返信用封筒
を利用してください
申請と詳細　9 月 2 日（必着）
までに必要事項を記入、押印の
うえ保険証のコピーを同封し、
〒 504-8555 那加桜町 1-69、医
療保険課☎ 058-383-1128

重度・母子・父子
受給者証の更新

試験区分 採用予定人員 受験資格

 消防職 
（大学卒程度） 7 人程度 昭和 61 年 4 月２日～平成 6

年４月１日生まれの方

 消防職 
（高校卒程度）

3 人程度 平成 6 年４月２日～平成 10
年４月１日生まれの方

保育士
（短大卒程度） 3 人程度

昭和 55 年 4 月 2 日～平成 8
年 4 月 1 日生まれの方で、保
育士資格を有する方、または
平成 28 年 3 月までに資格を
取得する見込みの方

平成 28 年度採用 市職員（消防職・保育士）を募集します !!

※消防職は身体基準などの条件があります。必ず要綱で詳細を確
認してください。

甲種防火管理
新規講習

日時　10 月 7 日（水）、8 日（木）
いずれも　9:00 ～ 17:00　
場所　中央ライフデザインセン
ター（蘇原中央町 2）
定員　80 人（申込順）
費用　4000 円（テキスト代、当
日支払）
備考　申込書は市ウェブサイト
からダウンロードできます
申込と詳細　9 月 3 日～ 9 月 30 
日に受講申込書と写真（縦 3.5 
㎝ × 横 3 ㎝、6 カ 月 以 内 に 撮
影した上半身）1 枚を添え、消
防本部予防課☎ 058-382-3137

　平成 26 年度の運用状況がま
とまりました。

【個人情報保護制度】　
　この制度では、市が個人情報
を取り扱うときの基本ルールを
定めるとともに、市民の皆さん
の権利として、自分に関する個
人情報の開示、訂正、削除など
の請求権を保障しています。
個人情報開示等請求状況
請求内容と件数　 ▽ 開示＝ 12
件 ▽訂正、削除、利用停止＝各
0 件
請求に対する決定状況
区分と件数　 ▽ 開示＝ 5 件 ▽ 部
分開示＝ 6 件 ▽不存在＝ 1 件
不服申立ての状況
申立て件数　0 件

【情報公開制度】　
　この制度により、市民の皆さ
んの請求に応じて、市が保有し
ている情報を公開しています。

個人情報保護・
情報公開制度

公文書公開の請求状況
実施機関と件数　 ▽ 市 長 ＝ 46
件 ▽教育委員会＝ 3 件 ▽議会＝
10 件 ▽ 選挙管理委員会＝ 2 件

▽監査委員＝ 5 件
請求に対する決定状況
区分と件数　 ▽ 公開＝ 32 件 ▽

部分公開＝ 26 件 ▽ 非公開＝ 1
件 ▽文書不存在＝ 7 件
不服申立ての状況
申立て件数 1 件のうち ▽全部認
容、一部認容、棄却＝各 0 件 ▽

取り下げ＝ 1 件
詳細　総務課☎ 058-383-1111 内
線 2201

　建築物に関する防災知識の普
及や、防災関係法令・制度の周
知徹底を図るために制定された

「建築物防災週間」。これに合わ
せ、市内でも建築パトロールを
実施しますので、ご理解とご協
力をお願いします。
詳 細　建築指導課☎ 058-383-
1482

8 月 30 日～9 月 5 日
全国建築物防災週間

　ネコの嫌がる音を出し追い払
う装置を 14 日間貸し出します。
対象　居住環境で、ネコの糞尿
などの被害を受けている市内在
住の方（1 回のみ）
申込と詳細　電話予約後、環境
政策課☎ 058-383-4231

ネコ侵入防止装置
（試験用）貸し出し

→

→

　生ごみの水切りは、ごみの減
量に効果的です。

【生ごみの水切り効果】

▽重量が軽くなり、ごみ出しが
楽になる ▽ 嫌なにおいが減り、
ごみステーションが清潔になる

【水切りのポイント】

▽ 野菜の葉など不要な部分は、
洗う前に切り落とす ▽ 水切り
ネットの生ごみはひと絞りする
詳細　環 境 政 策 課 ☎ 058-383-
4230

生ごみの減量に
取り組みましょう

無料講習「玉掛け・
クレーン」

日時　10 月 5 日～ 9 日（全 5 日）
場所　那加クレーンセンター

（那加新加納町）
対象　55 歳以上の就職意欲の
ある県内在住の方
定員　15 人（抽選）
備考　 ▽パンフレット（申込書）
は高齢福祉課、商
工振興課、福祉セ
ンター、東亜町会
館にあります
申込　申込書を郵送で、〒 500-
8145 岐阜市雲井町 3-12、また
は　058-248-9730（公社）県 シ
ルバー人材センター連合会
詳細　県シルバー人材センター
連合会☎ 058-249-0228

FAX

日時　9 月 5 日（土）　14:00 ～
16:30
場所　関特別支援学校体育館

（関市桐ヶ丘 1-2）
内容　「発達障がいをめぐる困
惑～二次障害の予防」児玉佳也・
のぞみの丘ホスピタル医院長
申込と詳細　中濃圏域発達障が
い支援センター（ひまわりの丘
第一学園内）☎ 0575-23-2555

発達障がい講演会

日時　9 月 4 日（金）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　65 歳未満の障がい者（身
体・知的・精神）の方、または家族
内容　 ▽主に布をたたむ軽作業
体験 ▽就労個別相談（希望者）
申込と詳細　地域活動支援セン
ター・ザールせいすい☎ 058-
235-6080

障がい者就労体験・
就労相談

試験日　　1 次試験 9 月20日（日）
試験区分　下表のとおり
受付期間　8月14日～27日　8:30 ～ 17:15
　　　　　郵送の場合は 8月26日（水）必着
　　　　　（土・日は閉庁日のため受付不可）

申込用紙の交付
窓口　人事課（市役所 3 階）、市民サービスセ
ンター
郵送　封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱
書し、82 円分の切手を貼り返信先を明記した
返信用定形封筒（長形 3 号）、希望の試験区分と
連絡先を明記したものを同封し、人事課へ
インターネット　市ウェブサイトから受験申込
書と受験票をダウンロードしＡ４の白紙に印刷
申込方法　
所定の申込書と受験票に必要事項を記入し、写
真を貼り付け、窓口持参か郵送で提出
窓口　受付期間内に人事課へ直接提出
郵送　封筒の表に「受験申込」と朱書し、一般
書留または簡易書留で送付。その際に、82 円
分の切手を貼り、返信先を明記した返信用定形
封筒（長形 3 号）を同封
申込と詳細　〒 504-8555 那加桜町 1-69、各
務原市役所人事課☎ 058-383-1111 内線 2236

日時　9 月 10 日（木）　13:30 ～
14:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　予約が必要です
申込と詳細　岐阜保健所健康増
進課☎ 058-380-3004

精神科医による
こころの健康相談
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くらし　けんこうと くらし　けんこうと

健診などに駐車料を補助

　健診時などに総合福祉会館
周辺の市の有料駐車場を利用
し、3 時間を超えた方に駐車
補助券をお渡しします。
対象となる健診など　広報紙
の記事の備考欄に記載　
申込と詳細　母子健康手帳と
駐車場入口で受け取った駐
車券を持参し、健康管理課☎
058-383-1116

医療機関 医療機関 詳細

休日に
急病のとき

9 月の休日急病診療所
☎ 058-383-9151（時間内）

那加桜町 2、総合福祉会館内／
6 日（日）・13 日（日）・20 日（日）・21 日（祝）・22 日（祝）・23 日（祝）・
27 日（日）いずれも 9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30 ／内科・小児科

9 月の歯科救急当番

9 月 6 日（日）／杉本歯科☎ 058-382-2827 ／那加前洞新町 3
9 月 13 日（日）／川島歯科医院☎ 0586-89-3090 ／川島河田町
9 月 20 日（日）／横山歯科医院☎ 058-382-0366 ／成清町 3
9 月 21 日（祝）／たなはし歯科医院☎ 058-382-9790 ／那加日新町 8
9 月 22 日（祝）／恒川歯科医院☎ 058-384-6785 ／鵜沼古市場町 4
9 月 23 日（祝）／どうけ歯科☎ 058-389-6288 ／那加浜見町 2
9 月 27 日（日）／永井歯科医院☎ 058-370-0575 ／鵜沼各務原町 3
いずれも 9:00 ～ 15:00（開設日の診療時間中のみ）

夜間に
お子さんが
急病のとき

小児夜間急病センター
☎ 058-251-1101

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／月～土曜日（祝日を除く）
19:30 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／小児科（対象は 15 歳以下）

岐阜市休日急病センター
☎ 058-253-7277（時間内）

岐阜市鹿島町 7-1（岐阜市民病院内）／日曜日・休日・年末年始
19:00 ～ 23:00（受付は 22:30 まで）／内科・小児科

小児急病センター
☎ 058-246-1111

岐阜市野一色 4-6-1（岐阜県総合医療センター救急外来）
小児科（対象は 15 歳以下）

電話で案内 救急医療情報センター
☎ 058-382-3799

年中無休 24 時間対応。症状に応じて医療機関を電話で案内します。
情報提供後、マイカーなどで受診してください。

受診の際は、保険証、後期高齢者医療被保険者証、福祉医療費受給者証、健康手帳などを持参してください。

休日や夜間などの
急病のときは

期日　9 月 17 日（木）
受付時間　9:20 ～ 10:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　平成 25 年 9 月の出生児
内容　ブラッシング指導、幼児
期の食事・栄養・育児などの相談
持参品　子どもの歯ブラシ、コッ
プ、タオル、母子健康手帳、歯
の健康手帳、2 歳児歯科教室問
診票（記入してお持ちください）
備考　駐車補助あり
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

2 歳児歯科教室

期日 　9 月 10 日（木）
受付時間　9:30 ～ 10:30
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　乳幼児
内容　身体計
測、育児相談
持参品　母子健康手帳
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

のびのび測定

期日　9 月 15 日（火）
受付時間　9:30 ～ 10:30 
場所　鵜沼福祉センター（鵜沼
羽場町 1）
内容　生活習慣病予防などの健
康相談、血圧測定、尿検査など
持参品　健康手帳
備考　予約が必要です
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1115

9 月の
成人健康相談

【マタニティー広場 1】
期日　9 月 30 日（水）
対象　分娩予定日が平成 28 年
1 月１日～ 2 月 28 日の妊婦
内容　 ▽参加者同士の交流 ▽妊
娠中の体の変化 ▽ 妊娠中の栄
養 ▽歯の健康

【マタニティー広場 3】
期日　9 月 18 日（金）　
対象　分娩予定日が 11 月 1 日～
12 月 31 日の妊婦
内容　 ▽ 赤ちゃんの
お世話体験 ▽ 先輩親
子との交流 ▽ 子ども
館の紹介

【共通事項】
時間　9:30 ～ 11:30
場所　総合福祉会館（那加桜町２）
持参品　母子健康手帳、母子健
康手帳別冊「あすか」、筆記用具、
電卓（マタニティー広場 1 のみ）
備考　 ▽動きやすい服装で参加

▽駐車補助あり ▽夫の参加も可
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

マタニティー広場

　予防接種を受けましょう。
【Hib 感染症】【小児の肺炎球菌

感染症】
対象　生後 2 カ月～ 4 歳 11 カ月

【結核（BCG）】
対象　生後 11 カ月まで。標準
接種年齢は生後５～７カ月

【ジフテリア・百日せき・ポリオ
（不活化）および 破傷風（DPT-

IPV/ 四種混合）】
対象　生後 3 カ月～ 7 歳 5 カ月

【ポリオ（不活化）】
対象　生後 3 カ月～ 7 歳 5 カ月

（生ワクチンを 2 回接種されて
いる方は不要）

【麻しん・風しん】
対 象　 ▽ 第 1 期 ＝ 1 歳 ～ 1 歳
11 カ月 ▽ 第 2 期＝小学校就学
前の 1 年間（年長児）

【日本脳炎】
対象　3 歳～ 7 歳 5 カ月

【ジフテリア・破傷風（DT）2 期】
対象　小学６年生。ただし、小
学 6 年生時未接種者（12 歳）の
方で接種希望の方は健康管理課
へ相談してください

【ヒトパピローマウイルス感染症】
対象　中学 1 年生（13 歳相当）～
高校１年生（16 歳相当）の女子
備考　平成 25 年 6 月 14 日より
積極的勧奨の差し控え中のた
め、現在、対象者の方に予診票
兼接種券を郵送していません。
接種希望の方は健康管理課へ連
絡してください

【共通事項】

▽市内指定医療機関で予約して
ください ▽定期の予防接種には
原則保護者の同伴が必要です。
やむをえず親族などが同伴する
場合は、同伴者の同意をもって
保護者の同意とする旨の委任状
の提出が必要
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

市内指定医療機関で
実施中「予防接種」

　ことばや行動に心配のある幼
児の相談を行います。
日時　 ▽ 9 月 4 日（金）＝那加・
稲羽・川島・蘇原地区在住の方

▽ 9 月 11 日（金）＝鵜沼地区在
住の方　いずれも 9:30 ～ 11:00
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
備考　 ▽事前予約が必要 ▽駐車
補助あり
申込と詳細　健康管理課☎ 05
8-383-1116

ことばの相談

　食べる・話す・呼吸するなど
を行う器官である「口」の健康
について考えてみましょう。
日時　10 月 1 日～ 11 月 12 日の
木曜日　13:30 ～ 15:30（全 7 回）
場所　総合福祉会館（那加桜町2）
対象　市内在住の 65 歳以上の方
で、継続して参加できる方
定員　16 人（選考）
申込と詳細　8 月 17 日～ 28 日
に介護保険課☎ 058-383-2124

食べるたのしみ
健口教室

　平成 7 ～ 18 年度に生まれた
方は、日本脳炎の予防接種が不
十分になっている場合がありま
す。母子健康手帳を確認し、不足
分の接種を受けてください。市
内指定医療機関で実施中です。
対象　 ▽ 1 期＝特例対象者（平成
7 年生まれの 19 歳～平成 19 年
4 月 1 日生まれ） ▽ 2 期＝ 9 歳
以上の特例対象者
備考　 ▽積極的勧奨を差し控え
たことで接種できなかった上記
の特例対象者は、1 期不足分（1
～ 3 回）が接種可能。1 期完了後、
9 歳以上の方は 2 期接種も可能。
接種希望の方は、指定医療機関
に予約し、予診票兼接種券と母
子健康手帳を持参し接種 ▽予診
票兼接種券のない方は、母子健
康手帳を持参し健康管理課へ

（13 歳以上の方の予診票兼接種
券、2 期予診票兼接種券は指定
医療機関にあります） ▽定期の
予防接種には原則保護者の同伴
が必要。やむをえず親族などが
同伴する場合は、同伴者の同意
をもって保護者の同意とする旨
の委任状の提出が必要。ただし、
日本脳炎の 13 歳以上の方の接種
は同伴しない場合も接種可能
詳 細　健康管理課☎ 058-383-
1115

特例対象者の
日本脳炎予防接種

平成 27 年 7 月 30 日現在

交通事故発生状況
前年比

人身事故 336 件 － 74 件
死者 2 人 ＋ 1 人
負傷者 456 人 － 83 人
物損事故 2978 件 ＋ 143 件

　（公財）8020 推進財団理事長表
彰推薦に向け、80 歳で自分の歯
が20本以上ある方を募集します。
対 象　 昭 和 10 年 生 ま れ で 20
本以上自分の歯のある方
審査と推薦　市内歯科医療機関

（県歯科医師会会員）で 9 月 15
日までに検診を受け、推薦を受
けてください。一部該当しない
歯科医院がありますので、受診
前に必ず電話などで確認してく
ださい。検診費用は無料です。
持参品　後期高齢者医療被保険
者証、健康手帳など
表彰　 ▽特に優良な 8020 達成
者 の 方 は、11 月 1 日（日）に 県
歯科医師会主催の県民フォーラ
ムで表彰式が行われる予定です

▽ 8020 達成者として推薦され
た方（全員）には、市口腔保健協
議会にて平成 28 年 1 月ごろに
表彰式を予定しています
詳細　健康管理課内市口腔保健
協議会☎ 058-383-1115

「8
はちまるにいまる

020 達成者」
表彰対象者募集

13　　　広報各務原8月 15日号 広報各務原8月 15日号　　　12



カルチャー カルチャー
A
R
T 皆さんの力作を展示しています

中央図書館 3階市民ギャラリー

■折り紙、バルーンアート、わた絵、パステル絵
期 間　8 月 28 日～ 30 日　9:00 ～ 17:00（ただし、
28 日は 12:00 ～、30 日は 16:00 まで）
詳細　山田折り紙教室・山田☎ 058-383-9430

中央図書館
☎ 058-383-1122

〒 504-0911 那加門前町 3-1-3
㊡ 8/17・24・31・9/4・7・14・24・25・28・29

B
O
O
K あなたのまちへ図書館がやってくる

9月の移動図書館さつき号

期日 場所・時間（滞在時間は 30 分・※は 40 分）

1日
（火）

真墨田神社（9:40～）、貞照寺（10:30～）、加佐美神
社（13:40～）、おがせ公園（14:30～）

2 日
（水）

つつじが丘ふれあいセンター①（9:40 ～）、鵜沼台
中央公園（10:30 ～）、尾崎市民サービスセンター
前（13:40 ～）、桐野町ふれあいセンター※（14:20 ～）

3 日
（木）

清住町公民館（9:40 ～）、月丘団地西側（10:30 ～）、
JA 西市場跡地（13:40 ～）、尾崎公園※（14:20 ～）

8 日
（火）

鵜沼東福祉センター（9:40 ～）、新鵜沼台コミュニ
ティセンター①※（10:20 ～）、稲羽東福祉センター
（13:40～）、東ライフデザインセンター①※（14:20～）

9 日
（水）

川島笠田町公民館（9:40 ～）、川島市民サービス
センター西駐車場※（10:20 ～）、大佐野町公民館
（13:40 ～）、三井山官舎①※（14:20 ～）

10 日
（木）

東山ニュータウンふれあい集会所（9:40 ～）、三ツ池町
３丁目（ヴァンデュール各務原前）（10:30 ～）、成清
町公民館（13:40～）、稲羽西福祉センター※（14:20～）

11 日
（金）

稲羽地区体育館（9:30 ～）、琴が丘ふれあい会館
※（10:20 ～）、丸子町ふれあいセンター（13:40 ～）、
鵜沼福祉センター（14:30 ～）

15 日
（火）

弓道場（9:30 ～）、松が丘松田公園※（10:20 ～）、
つつじが丘ふれあいセンター②※（13:40 ～）、中
山道鵜沼宿駐車場（14:30 ～）

16 日
（水）

那加地区体育館（9:30 ～）、出前図書館（企業やサー
クル、各種団体からの依頼を募集しています）、柿
沢ふれあいセンター（14:30 ～）

17 日
（木）

山の前公民館（9:30～）、東ライフデザインセンター②
※（10:20～）、各務原区コミュニティセンター（13:30
～）、新鵜沼台コミュニティセンター②※（14:20 ～）

18 日
（金）

三井山官舎②※（9:40 ～）、稲羽ふれあいセンター
（10:30 ～）、そはらふれあいセンターそらーら
（13:40 ～）、各務福祉センター（14:30 ～）

30 日
（水）

大伊木町ふれあいセンター（9:40 ～）、鵜沼南町会
館（10:30 ～）、大野町公民館（13:30 ～）、慈光園
※（14:20 ～）

■中央図書館　 ▽「いつも元気おじいちゃん☆おば
あちゃん」＝ 8月 18 日～ 9 月 23 日 ▽「震災・防
災図書展」＝ 8月 18日～ 9月 3日 ▽「健康の本展」
＝ 9月 1日～ 10月 1日
■川島ほんの家　 ▽「なつやすみの参考書」＝9月3日
まで ▽「アクティブ・シニア」＝ 9月 5日～10 月 1日
■中央ライフデザインセンター図書室　「老いても
楽し」＝ 9月 5日～ 10 月 1日
■もりの本やさん　「夏のえほん」、「自由研究 ･工
作の本」、「話のネタに読んでおきたい文学賞受賞
作」、「戦争の本」＝ 9月 3日まで

B
O
O
K 旬の本、話題の本をご紹介！

図書館展示コーナー
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　天然アロマを使った入浴剤を作って、かわいくラッ
ピングします。
日時　9月12日（土）　10:00～ 12:00
対象　年少～小学6年生までの子どもとその保護者
定員　12組（2人または3人で1組、抽選）
費用　受講料大人1人300 円、材料代１セット700 円
申込　9月 1日（必着）までに、「講座名、住所、参
加者全員の氏名、子どもの学年または年齢、電話番号、
作りたいセット数」を明記し、メールchuolife@city.
kakamigahara.gifu.jpまたは、往復はがきで中央ライフ
デザインセンター（窓口申込の場合、はがき1枚持参）

　スマートフォンの基本的な使い方について、高校生
ボランティアが皆さんの質問にお答えします。
日時　9月19日（土）　10:00～ 12:00
申込　9月15日までに、電話などで「氏名、電話番号、
スマートフォンの種類、主に質問したいこと」を中央
ライフデザインセンター

親子でチャレンジ ! 講座
敬老の日のプレゼント「入

バスフィズ

浴剤」作り

ゼロから知りたいスマートフォン
「ゼロスマカフェ」

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8    
㊡月曜日、祝日

中央ライフデザインセンター
☎ 058-389-1820
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　どなたでも参加できるオープンセミナーです。参
加も無料ですので、ふるってご参加ください。
日時　9月 12 日（土）　9:30 ～ 11:00
場所　中部学院大学各務原キャンパス大講義室（那
加甥田町）
定員　150 人（申込順）
講師　　谷昌之・中部学院大学副学長
申込　9月 9日までに電話または直接、西ライフデ
ザインセンター

日時　9月 10 日・17 日・24 日　いずれも木曜日
9:30 ～ 13:00（全 3回）
定員　16 人
費用　2400 円（受講料 900 円、材料代 1500 円）
申込　8月 27 日　9:30 ～費用を持参して東ライフ
デザインセンター（9:30 の時点で定員を超えた場
合は、その場で抽選）

日時　9月 10 日・24 日、10 月 8 日（予備日 10 月
15 日）いずれも木曜日　10:00 ～ 12:00（全 3回）
場所　河川環境楽園自然発見館（川島笠田町）
定員　30 人（申込順）
費用　900 円（当日支払）
持参品　カメラと取扱説明書、三脚（お持ちの方）
備考　講座終了後、作品展示会を予定しています
申込　8月 28 日　9:00 ～電話または直接、東ライ
フデザインセンター

市民セミナー公開講座
「健康長寿を目指して」

添加物なし、基本のパン作りを学ぶ！
「安心！安全！手づくりパン」

「初めてのネイチャーフォト講座」
～秋の七草を写そう～

西ライフデザインセンター

東ライフデザインセンター

☎ 058-383-1121

☎ 058-384-0507

〒504-0912那加桜町2-186 産業文化センター 4 階
㊡祝日

〒509-0145 鵜沼朝日町 3-163-2
㊡月曜日、祝日

S
TA
G
E 市民会館・文化ホールの

コンサート /イベント

市民会館・文化ホール
☎ 058-389-1818

〒 504-0813 蘇原中央町 2-1-8
㊡月曜日（祝日を除く）

■第 4回かかみのフェスティバル
日時　8月 30 日（日）　12:30 ～（開場 12:00）
場所　文化ホール
詳細　山本悦子舞踊研究所☎ 058-247-6696
■市民会館ホワイエコンサート「人恋しく想う秋か
らの招待状～歌とピアノのコンサート」
日時　9月 17 日（木）　12:30 ～（開場 12:00）
場所　市民会館ホワイエ（ロビー）
定員　約 100 人（申込順）
出演　林寛子（ソプ
ラノ）、中島富蔵（テ
ノール）、福井理恵
子（ピアノ）
費用　300 円（中学生以下は無料）
備考　未就学児の入場はご遠慮ください
申込と詳細　事前に電話などで市民会館
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　古いＴシャツを使って「布ぞうり」を作ります。
ぞうりを履くことで、足指・足裏を刺激し足裏マッ
サージ効果も期待できます。
　古布を楽しくリメイクしましょう。
日時　9月 15 日（火）
10:00~12:00
対象　成人
定員　15 人（申込順）
費用　500 円（材料費含む・当日支払）
持参品　Tシャツ４枚（フリースなども可）、布用
はさみ、洗濯ばさみ２個
申込　8月 18 日　９:00 ～電話または直接、川島ラ
イフデザインセンター

「古布を使ってリメイク！
～シンプル布ぞうり作り」

川島ライフデザインセンター
☎ 0586-89-3686

〒 501-6025 川島河田町 1028-1
㊡月曜日、祝日
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み ん な 集 合

掲載する団体・サークル
を募集中！詳しくは秘
書広報課☎ 058-383-
1111（内線 2151）

KIDS in Kakamigahara

楽
し
い
情
報
と
笑
顔
を
お
届
け
！

毎月15日号に掲載

さ
く
ら
（
那
加
桜
町
２
、
総
合
福
祉

会
館
２
階
）
☎
０
５
８
（
３
８
３
）

７
６
１
３　

木
・
祝
日
休

あ
さ
ひ
（
鵜
沼
朝
日
町
３
）
☎
０
５

８
（
３
７
０
）
０
５
０
０　

月
・
祝

日
休

う
ぬ
ま
東
（
鵜
沼
東
町
６
）
☎
０
５

８
（
３
７
９
）
１
１
７
７　

木
・
祝

日
休

そ
は
ら
（
蘇
原
野
口
町
１
、
蘇
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
）
☎

０
５
８
（
３
８
３
）
５
２
８
５　

月
・

祝
日
休

か
わ
し
ま
（
川
島
松
原
町
、
川
島

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
）
☎

０
５
８
６
（
８
９
）
２
６
３
４　

土
・

日
・
祝
日
休

子
ど
も
館
（
開
館
９
時
～
17
時
）

File № 8-15                                                 

各務原市民踊連盟

　

各
務
原
市
民
踊
連
盟
は
、
各

地
に
昔
か
ら
伝
わ
る
「
ふ
る
さ

と
民
踊
」
や
「
盆
踊
り
」
を
伝

承
、
普
及
す
る
た
め
、
昭
和
60

年
に
設
立
し
ま
し
た
。

　

会
員
は
、
市
内
に
あ
る
16
の

民
踊
サ
ー
ク
ル
で
指
導
し
て
い

る
リ
ー
ダ
ー
11
人
で
、
指
導
法

な
ど
を
学
ぶ
民
踊
研
究
会
を
毎

月
２
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
に
各
地
区

の
ク
ラ
ブ
サ
ー
ク
ル
発
表
会
や

市
シ
ニ
ア
文
化
祭
、
岐
阜
地
区

民
踊
交
流
会
な
ど
に
も
参
加
し

坂本朝彦さん｜60歳を過ぎて登山を再開。日本百名山を踏破！

　

松
が
丘
に
住
む
、
坂
本
朝
彦

さ
ん
が
、
13
年
か
け
て
「
日
本

百
名
山
」
を
踏
破
し
た
。
日
本

百
名
山
と
は
、
山
の
品
格
・
歴

史
・
高
度
な
ど
を
基
準
に
選
定

さ
れ
た
、
山
の
リ
ス
ト
だ
。

　

趣
味
で
20
代
の
こ
ろ
か
ら
山

歩
き
に
親
し
ん
で
き
た
坂
本
さ

ん
。
定
年
を
機
に
、
長
ら
く
遠

ざ
か
っ
て
い
た
山
登
り
を
再
開

し
、
所
属
す
る
山
岳
同
好
会
の

仲
間
と
と
も
に
、
百
名
山
を
制

覇
し
よ
う
と
一
念
発
起
し
た
。

　

手
始
め
は
、
一
部
の
メ
ン

バ
ー
の
希
望
で
決
め
た
富
士

山
。
そ
の
後
、
北
海
道
、
東
北
、

九
州
と
遠
隔
地
か
ら
順
次
制
覇

し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
百
名
山
踏
破
に
着

実
に
近
づ
い
て
い
た
矢
先
、
坂

本
さ
ん
に
思
い
が
け
な
い
不
幸

が
。
右
ひ
ざ
に
水
が
溜
ま
り
、

手
術
で
１
カ
月
以
上
も
の
入
院

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の

年
の
登
山
計
画
は
全
て
中
断
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
退
院

時
、
ひ
ざ
は
何
と
か
曲
げ
ら
れ

る
く
ら
い
で
、
歩
行
も
ま
ま
な

ら
な
い
。「
山
登
り
も
こ
れ
ま

で
か
」
と
考
え
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、「
仲
間
と
と
も
に
続
け

て
き
た
百
名
山
。
何
と
し
て
も

踏
破
し
た
い
」
と
い
う
強
い
思

い
を
胸
に
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん

だ
。
そ
の
結
果
、
翌
年
に
は
再

開
で
き
る
ま
で
に
回
復
し
た
。

　

そ
し
て
念
願
の
百
山
目
。
多

く
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
で
き
る

よ
う
に
と
、
比
較
的
登
り
や
す

い
長
野
県
と
群
馬
県
の
県
境
に

位
置
す
る
四
阿
山
を
残
し
た
。

樹
林
や
岩
場
を
抜
け
、
つ
い
に

頂
上
へ
。
山
頂
の
看
板
が
目
に

入
っ
た
と
き
の
喜
び
は
今
ま
で

味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
も
の

だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
メ
ン
バ
ー

の
一
人
が
用
意
し
た
「
百
名
山

完
登
」
の
横
断
幕
を
目
に
し
、

思
い
が
け
な
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
に

胸
が
熱
く
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
単
独
で
の
登
山
も
良
い
で

す
が
、
仲
間
と
楽
し
み
な
が
ら

次
々
と
制
覇
す
る
喜
び
は
格
別

で
す
」
と
笑
顔
で
語
る
坂
本
さ

ん
。
坂
本
さ
ん
の
山
歩
き
は
、

ま
だ
ま
だ
続
く
。

SAKAMOTO Tokihiko
山歩きの魅力は山頂から眺める絶
景。山を造る火山活動や、岩など
の地学にも興味を持つ 76 歳。

慌てず、急がず、楽しみながら、ゆったりと山を楽しむ

　

私
は
、「
し
ょ
う
ゆ
も
の
知

り
博
士
の
出
前
授
業
」
を
受
け

て
、
し
ょ
う
ゆ
に
つ
い
て
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し

た
。
５
年
生
の
時
に
大
豆
を
育

て
て
い
た
の
で
、「
大
豆
が
ど
の

よ
う
に
し
ょ
う
ゆ
に
な
る
の
か
」

や
「
ど
ん
な
菌
を
使
う
の
か
」

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
だ

ん
だ
ん
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
番
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
、「
新
鮮
な
し
ょ
う
ゆ
は
何
色

な
の
か
」
と
「
ど
ん
な
味
が
す

る
の
か
」
で
す
。
し
ょ
う
ゆ
の

色
は
、
黒
色
だ
と
思
っ
て
い
た

け
れ
ど
本
当
は
赤
色
だ
っ
た
の

で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ

し
て
実
際
に
な
め
て
み
る
と
、

「
も
ろ
み
」、「
造
り
た
て
の
し
ょ

う
ゆ
」、「
売
っ
て
い
る
し
ょ
う

ゆ
」
は
、
全
然
味
が
違
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
、
造
り
た
て
の

し
ょ
う
ゆ
が
一
番
お
い
し
か
っ

た
で
す
。

　

私
の
家
で
は
み
そ
を
造
っ
て

い
る
の
で
、
み
そ
と
し
ょ
う
ゆ

で
は
造
り
方
が
似
て
い
る
か
な

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
み
そ
も

ね
か
せ
て
い
る
間
に「
も
ろ
み
」

の
よ
う
な
色
に
な
り
ま
す
。
菌

を
長
い
間
発
酵
さ
せ
て
造
る
方

法
も
似
て
い
た
の
で
、
な
る
ほ

ど
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、
さ

ら
に
し
ょ
う
ゆ
は
じ
っ
く
り
し

ぼ
り
出
し
ま
す
。
し
ょ
う
ゆ
が

で
き
る
ま
で
に
、
た
く
さ
ん
の

工
程
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て

知
っ
て
、
驚
き
ま
し
た
。

　

し
ょ
う
ゆ
は
、
食
べ
物
や
料

理
に
欠
か
せ
な
い
調
味
料
で

す
。
日
ご
ろ
、
何
気
な
く
使
っ

て
い
る
し
ょ
う
ゆ
で
す
が
、
こ

ん
な
に
も
多
く
の
作
業
を
経
て

作
ら
れ
て
い
て
、
作
っ
て
い
る

方
の
思
い
が
こ
も
っ
て
い
る
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
一
滴
の
し
ょ
う
ゆ
も
大
切

に
味
わ
い
た
い
と
お
も
い
ま

す
。
教
え
て
下
さ
っ
て
自
分
の

生
活
と
つ
な
げ
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
と
て
も
役
に

立
ち
ま
し
た
。

文
・
６
年　

大
塚
み
な
み
さ
ん

しょうゆものしり博士の出前授業
稲羽西小学校

て
き
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
は
元
々
、
亡
く
な
っ

た
方
の
供
養
の
た
め
に
踊
ら
れ

て
い
た
も
の
。
そ
し
て
、
盆
踊

り
の
曲
に
は
、「
雨
乞
い
」や「
豊

作
祝
い
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
意

味
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

曲
の
背
景
を
伝
え
て
い
く
こ
と

も
、
私
た
ち
は
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

　

最
近
、
盆
踊
り
に
親
し
む
若

い
人
が
減
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
３
世
代
で
盆
踊
り
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
昨
年

「
ふ
れ
あ
い
盆
踊
り
の
夕
べ
」を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん

の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
盆
踊
り
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
、
興
味
を
も
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
「
ふ
れ
あ
い
盆
踊
り

の
夕
べ
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
家
族
、
ご
友
人
と
お
越

し
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
盆
踊
り
の
夕
べ

日
時　

8
月
29
日（
土
）　

▽
17

時
～
＝
ビ
ン
ゴ
▽
18
時
～
20
時

30
分
＝
盆
踊
り

場
所　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
あ

す
か
ホ
ー
ル
（
那
加
桜
町
２
）

詳
細　

戸
崎
☎
０
５
８（
３
８
３
）

２
６
３
９

子
育
て
講
座
「
料
理
講
座
」

　

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た

健
康
的
な
幼
児
食
作
り
を
実
習

し
ま
す
（
お
や
つ
を
含
む
）。

日
時　

▽
さ
く
ら
＝
10
月
20
日

（
火
）▽
あ
さ
ひ
＝
22
日（
木
）▽

か
わ
し
ま
＝
23
日（
金
）　

い
ず

れ
も
10
時
～
正
午

対
象　

乳
幼
児
を
も
つ
保
護
者

（
託
児
あ
り
）

定
員　

20
人（
申
込
順
）

申
込　

９
月
９
日  

９
時
～
子
ど

も
館（
13
時
～
電
話
で
も
受
付
）

ば
ぁ
ば
・
じ
ぃ
じ
と
あ
そ
ぼ
う
・

「
１
才
お
め
で
と
う
事
業
」

　

1
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
を

子
ど
も
館
に
招
待
し
て
お
祝
い

し
ま
す
。

日
時　

９
月
25
日（
金
）　

11
時

～
11
時
30
分

場
所　

市
内
全
子
ど
も
館

対
象　

市
内
在
住
の
平
成
26
年

８
月
１
日
～
31
日
生
ま
れ
の
子

備
考　

案
内
状
の
入
っ
た
封
筒

と
、
同
封
の
引
換
券
を
持
参

９
月
の
あ
か
ち
ゃ
ん
あ
つ
ま
れ

　

お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
お
母
さ
ん
同
士
で
交
流
し

た
り
し
ま
せ
ん
か
。

日 
時　

▽
９
月
８
日
（
火
）
＝
か

わ
し
ま
▽
15
日（
火
）＝
あ
さ
ひ

▽
16
日（
水
）＝
さ
く
ら
▽
28
日

（
月
）＝
う
ぬ
ま
東
▽
29
日（
火
）

＝
そ
は
ら　

い
ず
れ
も
14
時
～

15
時
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作　

・
大
堀
一
志

挿
絵
・
廣
江
貴
子

各
務
原
飛
行
場
百
年
物
語

　

松
が
丘
の
住
宅
地
に
あ
る
焼
き
菓
子
店
。

タ
ル
ト
や
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
香
ば
し
く
甘
い

香
り
が
店
内
を
満
た
し
ま
す
。

　

店
主
の
石
黒
ま
や
さ
ん
は
、
国
内
を
は
じ

め
本
場
フ
ラ
ン
ス
で
も
菓
子
作
り
を
勉
強
し

た
職
人
。
３
年
前
、
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
各

務
原
に
、
自
ら
の
店
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
「
シ
ン
プ
ル
な
分
、
素
材
の
良
し
あ
し
が
出

る
」
と
い
う
焼
き
菓
子
作
り
。
国
産
の
材
料

に
こ
だ
わ
り
、
焼
き
上
げ
る
時
間
も
毎
回
微

調
整
す
る
な
ど
、
店
に
並
ぶ
焼
き
菓
子
に
は

石
黒
さ
ん
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
菓
子
作
り
が
好
き
で
、

「
一
つ
一
つ
の
お
菓
子
は
子
ど
も
み
た
い
な

も
の
」
と
笑
う
石
黒
さ
ん
。
名
古
屋
や
神
戸

な
ど
遠
方
か
ら
も
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
と
い
う

お
店
に
は
、
食
べ
た
人
の
心
を
温
か
く
す
る
、

優
し
い
焼
き
菓
子
た
ち
が
並
ん
で
い
ま
す
。

FILE №　034

焼き菓子職人
（やきがししょくにん）

　7 月 18 日におがせ池周辺でおがせ池夏まつり
が開催されました。
【市民カメラマン：尾﨑傑さん】
心配した雨も上がり、小学生の工夫を凝らした鯉み
こしが威勢の良い声とともに次から次へと担がれて
きました。他方では、たくさんの提燈を付けた巻き
藁船が池を巡り、乗船している小学生たちの奏でる
笛太鼓の音色が水面に響いていきました。やがて、
元気な音とともに美しい花火が打ちあがりました。

英語を使って料理にチャレンジ！ 暑い夏をさらに熱くするフェス！

シートベルトの重要性を実感

キッズ国際交流料理講座 河川環境楽園夏フェス

キッズセーフティおがせ池夏まつり

　7 月 22 日に産業文化センターで、「キッズ国際
交流料理講座」が行われました。この日は、22 人
の小学生が参加し、フィリピン出身のマリセル・イ
グナシオさんを講師に迎え、「ピザ」とフィリピン
の代表的なスイーツ「ハロハロ」作りに挑戦。　
　講座は、子どもたちが自然に英語に触れるよ
う、英語で進行されました。おいしい料理に加え、
英語に親しむことができた講座は、子どもたちに
とって有意義な時間となりました。

　各務原市の夏を盛り上げる野外フェス「河川環
境楽園夏フェス」。約 1600 人の方が訪れ、音楽
と各店舗こだわりのフードなどを楽しみました。
　会場には、近くでライブの雰囲気を楽しむ人
や、後方で家族ゆっくり音楽を楽しむ人などさま
ざま。来場された方は、「大好きなアーティスト
のライブを楽しみに来ました。会場が一体となっ
て盛り上がれていいですね」と、夏ならではのイ
ベントを満喫していました。　　　　（７月 12 日）

　各務おがせ町の各務保育園で、体験型の交通安
全教室「キッズセーフティ」が開催され、年長児
38 人と保護者 20 人が参加しました。 
　交通事故の怖さを体験するため、専用の車両で
時速 5 キロでの衝突を親子で体験。その後、保護
者が「グラグラしないチャイルドシートの取り付
け方」を学びました 。参加した方は「大切な命
を守るために、シートベルト着用を徹底させたい
です」と意識を新たにしていました。（7 月 15 日）

4

【これまでのあらすじ】大正6年（1917年）の稲葉郡蘇原村。蘇原尋常小学校に通う少年、平田竹男に声を掛けた友人の大平田　
　　　　　　　　　　 毅は、同じく友人の兵頭とともに、明日飛んで来るという「飛行機」を見に行こう、と竹男を誘うが…

が
、
そ
の
年
の
六
月

十
一
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
三
機
の
フ

ラ
ン
ス
製
複
葉
機

「
モ
ー
リ
ス
フ
ァ
ル

マ
ン
」
で
、
操
縦
者

は
所
沢
航
空
第
一
大

隊
所
属
の
三
人
の
中

尉
だ
っ
た
。
今
か
ら

お
よ
そ
一
〇
〇
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
同
年
十
二
月
に
は
航
空
第
二
大
隊
が
新
設

さ
れ
、
滑
走
路
・
格
納
庫
・
隊
舎
な
ど
の
建
設

も
始
ま
る
。そ
し
て
、所
沢
に
代
っ
て
各
務
原

が
陸
軍
航
空
隊
の
本
拠
と
な
り
補
給
部
が
新

設
、
や
が
て
航
空
廠

し
ょ
う
と
な
る
。
飛
行
場
拡
充

に
伴
い
、
そ
の
隣
接
地
に
川
崎
造
船
所
飛
行

機
部
各
務
原
分
工
場
が
新
設
さ
れ
た
の
が
大

正
十
一
年（
一
九
二
二
）九
月
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
後
、昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）に

は
川
崎
航
空
機
各
務
原
工
場
（
後
の
岐
阜
工

場
）
と
な
り
、
本
格
的
な
飛
行
機
生
産
の
拠

点
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
陸

軍
の
要
請
に
よ
る
戦
闘
機（
キ
―

61
）の
開
発
・

試
作
か
ら「
飛ひ

燕え
ん
」と
名
付
け
ら
れ
た
名
機
を

量
産
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
　
― 

つ
づ
く

　
と
こ
ろ
が
、
年
々
大
砲
の
性
能
が
向
上
し

砲
弾
の
飛
距
離
が
増
し
て
き
て
、
三
井
山
を

標
的
と
し
て
東
か
ら
西
に
打
っ
て
い
た
の
が

山
を
飛
び
越
し
て
上
戸
村
の
民
家
近
く
ま
で

達
し
た
。
驚
い
た
上
戸
村
の
戸
長
が
す
ぐ
さ

ま
抗
議
し
て
試
射
を
中
止
さ
せ
た
。
陸
軍
は

大
砲
試
射
場
を
別
の
場
所
に
移
し
、
こ
の
各

務
野
を
手
狭
に
な
っ
て
い
た
所
沢
の
飛
行
場

の
補
完
地
区
と
し
て
白
羽
の
矢
を
立
て
た
。

　
各
務
野
は
ほ
ぼ
平
ら
で
東
西
に
長
く
、
地

元
の
人
た
ち
が
伊い

ぶ
き
お
ろ
し

吹
颪
と
呼
ぶ
西
方
か
ら
の

風
が
飛
行
機
の
離
発
着
に
適
し
て
い
た
。
さ

ら
に
、
北
に
中な

か
せ
ん
ど
う

山
道
が
通
り
南
に
は
木
曽
川

が
流
れ
、
陸
路
・
水
路
の
物
流
の
利
便
性
も

良
く
、
近
く
に
第
三
師
団
の
六
八
連
隊
が

あ
っ
た
こ
と
も
引
き
金
と
な
っ
た
。

　
陸
軍
は
大
正
四（
一
九
一
五
）年
か
ら
工
事

を
開
始
し
た
。
そ
し
て
、
同
六
（
一
九
一
七
）

年
に
は
滑
走
路
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
所
沢
か
ら

各
務
原
に
初
め
て
飛
行
機
が
飛
ん
で
き
た
の

ウオッチ

WATCH

市民カメラマンフォトルポ市民カメラマンフォトルポ
匠
フ
ァ
イ
ル

今
号
の

表
紙
を

飾
っ
た
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篆
てんこく

刻
「竹

ちく か

下諷
ふうしょう

嘯」

8 年前、毛筆サークルの講師に勧められ、篆刻を始めま

した。「最も小さな芸術」と言われている篆刻。文字の書

体や、赤と白のバランスなど、小さい作品の中にさまざ

まな要素が含まれ、とても奥が深いと感じています。い

つまでも力強い線が出せるよう、一画一画、刃の入れ方

に注意して彫り続けていきたいです。 服部勝
か つ み

箕さん
（つつじが丘）

CITY
GALLERY

一画一画、心を込めて彫り上げる

伊部　心
こ こ み

瞳ちゃん（H23.5.25 生）

　　　翔
しょうき

紀ちゃん（H25.5.7 生）

日々できることが増えて嬉しいよ♬ニコニコ

笑顔で元気いっぱいに育ってね♡

（智規さん・祐香さん、鵜沼朝日町）

いつも元気いっぱいのここちゃんと翔くん。

3人兄弟になっても仲良くしてね。

（博之さん・春香さん、鵜沼羽場町）

林　湊
み な と

士ちゃん（H26.12.19 生）

環境保護のため、
植物インキを
使用しています。

各務原市の
人口・世帯

人口｜ 14 万 8267 人（男　7万 3282 人・女　7万 4985 人）

世帯｜ 5万 7501 世帯　　　　　　平成 27 年 7月 1日現在

広
報
各
務
原
　
Vol.1255

平
成
27
年
8
月
15
日
号

編
集
発
行
｜
各
務
原
市
市
長
公
室
秘
書
広
報
課

〒
504-8555

岐
阜
県
各
務
原
市
那
加
桜
町
1-69

電
話
｜
058-383-1111（

代
表
）　
　
　
FAX

｜
058-389-1234

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
｜
http://w

w
w
.city.kakam

igahara.lg.jp


	広報かかみがはら8月15日2015_01
	広報かかみがはら8月15日2015_02-03
	広報かかみがはら8月15日2015_04-05
	広報かかみがはら8月15日2015_06-07
	広報かかみがはら8月15日2015_08-09
	広報かかみがはら8月15日2015_10-11
	広報かかみがはら8月15日2015_12-13
	広報かかみがはら8月15日2015_14-15
	広報かかみがはら8月15日2015_16-17
	広報かかみがはら8月15日2015_18-19
	広報かかみがはら8月15日2015_20

